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『古今和歌集』 『後撰和歌集』 『拾遺和歌集』 のいわゆる三代集において、
 紀貫之は一貫して最多入集歌人の地位を保っ
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変わっていないので、春が来たように思われる現在を「去年」と呼ぶべきか「今年」と呼ぶべきかがわからない》という歌の内容も、そ 詞書に即し ものである。一方、貫之の歌の詞書では「ふる年に」の部分が落ちており、これが名実ともに春の歌であることを示唆している。
さらにこの二首を表現の次元で突き合わせてみても、やはり新旧の対立を見ることができると思われる。つまり、
元方の歌は内容としては目新し ものではなく、 『万葉集』にも同様の歌が見られるのに対して、貫之の歌は、下の句に『礼記』月令を引きながら、上の句には和歌ならではの表現を盛り込んでいるという意味でより技巧的であり、いわゆる「古今 風」と呼ぶにふさわ 形を持っているのであ
したがって貫之の歌は、季節の面でも完全に新しい春を詠んでおり、それと同時に、表現の面でも新時代らしい













であり、これも貫之の歌であ 。春の巻の三首は、いずれもいかにも春らしい風景 、新年の喜び、出世への期待などを詠みこんでいるし、冬の歌は、一年が終わるその瞬間の哀切を表現している。しかしながら、それは春の歌、冬の歌であってみれば当然のこと り この四首がその他の歌と決定的に異なっている 主張できる根拠はない。
したがってこの詞書は、むしろ「貫之だけが帝から直接に歌を乞われたのだ」という演出のためにこそ挿入され
ていると考えることもできる。そもそも勅撰集そのも 帝の命令によって作ら る以上、言ってみればすべて歌が帝に献上されているのだから、貫之 歌に みわざわざこ ような詞書をつけるには 相当の意図があったと考えるべきであろう。
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まず 「寛平御時后の宮の歌合」 は、 「皇太夫人班子女王歌合」 とも呼ばれ、




これについては様々な原因 考えられる 、貫之の像を担保するために、作為的につけられた詞書であ という可能性も無視できない。
次に「亭子院歌合」だが、こちらは九一三年（延喜一三）年三月一三日に宇多法皇により主催された歌合で、後
世の歌合にも影響を与えるなど、高く評価されたものである。 『古今集』にこの歌合の歌が入っているということは、取りも直さず最初の成立から少 くとも八年を経て補入されたということであり、 れも特定の 人の評価に直結する詞書であると言える。「亭子院歌合の歌」 並びに 「寛平御時后の宮の歌合の歌」 という詞書を持つのは貫之の歌だけではないが、 それでも、これまでに見た複数 詞書とあいまって、貫之の評価を高める役に立ってい
二、 『後撰集』の貫之
『後撰集』 が九五三年 （天暦七） 頃に成立した際、 貫之はすでに没していた。しかし貫之 歌は 『後撰集』 でも最も多く、一四二五首のうち八二首を占める。ここでも、春歌の上中下巻に焦点を絞るこ としたい。そこには 貫之の歴史化とも言うべき演出が施されていると思われるからである。



















に対し、貫之が詠んだ歌であることが詞書に説明されている。《きっと春ごとにすばらしさを増してゆく花でしょうから、今年も飽きることのないその美しさに見とれています》というその歌は まぎれもなく藤原兼輔の将来を祝福するものである。紫式部の曾祖父に当たる兼輔は歌人であるとともに天皇の側近であり、従兄弟である藤原定方と共に、 『古今集』を撰進した後の貫之に活躍の場を与えた強力な後援者である。そ 兼輔が延喜二十一年、参議となった春に、貫之はこの歌 詠んだ。それは左注にある通りである。もちろん、
 詞書や左注を取り払えば、 この歌は恋の歌ともなる。 《あなたは春ごとに美しくなってゆくでしょうから、
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壬生忠岑が出世できない我が身を嘆いている、という詞書のコンテクストがなければ、意味が汲みにくい歌であ

















 その色の深さは底が知れない》 という歌意だが、 「限
りなき名」とは何か。それは「ふぢ」即ち「藤原」であり、最高の家門として 藤原氏とおなじ名前なので、藤の花の深みにも限度 ない、と讃え いるのである。そして同時に、 「ふぢ」は「ふち」でもある。 「淵」も、言うまでもなく さを指す言葉である 同時に、 人や物が多く集まる場所でもある。藤原家がすばらしい家であるからこそ、こうして多 の人間が集まってく のだ、という讃美も、ここには詠み込まれていることになる。
これに対して、次は兼輔が答えている。 《藤がそれだけ美しいのは、あなたに泊まっていってほしいと思っている
からなのだ》と。 「藤浪」は、藤 風になびくさまが波に似ていることから作られた語とも言わ るが、ここでは定方の歌の「淵」を受けて、水面 映った藤の姿を波に例えてい のだろう。そして波からの連想で「立ち返る」を導き出し、 《帰らないで泊まってゆけ》 述べているのである。もちろん、 れは定方 賞讃に対する感謝の表明である。
そして最後は貫之である。 《棹を差しても深さのわからない淵な で、そこに咲く藤 花 色の深さもわからない
のでしょう》というその歌は、当然ながら定方と兼輔の歌に調子 たものである。しか 三首のなかで、独立した歌として詠んだときにもっとも違和感がないのもこ ではな だろうか。例えば次のような解釈が可能あろう。






















の二首を踏まえれば、 《一晩で帰らなければならないの 物足りないようだが、それでも心の深さはよく伝わりました》という意味になるだろう。つまり後半の三首では、前半 三首を締めくくった貫之 の後を受けて 詞書にある状況 よりも普遍的な恋のや とりを思わせ 男性たち 友情の歌が交わされて ると考えられる。そして六首全体を締めくくるのがやはり貫之の歌であることも看過できない。
この六首は、貫之が時の有力者と親しい間柄にあったことを証言するのみならず、 「ふぢ」を利用した巧みな言葉
の組み立 に見られるように、彼ら 共に和歌 名手 あり、和歌を通じて友情で結ばれて たことを示唆 ているのである。
さてこのように幸福な時代を送った貫之ではあるが、同じ春下の巻 中で 貫之は着実に老い 死へ 向かって
ゆく。










































それに対する貫之の返歌は 《あなたとさえお会いできずに過ご ていたので、藤の花を見な らこの日の黄昏を
迎えてしま ました》となって る。もちろん永らく逢えずにいる二人の歌としてこ 贈答歌に普遍性を与えることは可能だが、もし一宮廷人とし の貫之の立場に限定するならば、この歌には《誰よりも親しいあなたとさえお会いできずにいますが、それでも私の心はいつで 藤原家と共にあるのです。しかし私の人生 、も や黄昏にしかかってしまいま た》というメッセージが込められていると解釈できる。
続く一組も、このやりとりを反復している。雅正は、 《共に花を見ようと思う人が来ないまま春が去ってゆくのは惜しい》と言い、あなたもそう思うなら出向
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いのか」ということが恨みがましく記されている。そして手紙の末尾に、 《そろそろまた来てくれる時期とは思いますが、体も当てになりませんので、去ってゆく春がなおさら惜しまれます》という歌が添えられているのである。さらに左注を見る 、貫之の不安は的中し、その年の内に死んでしまったという。
なお、これは春歌下巻の最後の歌である。かくして春歌の上中下巻によって、貫之のいわば伝記が構築されていることは無視できない事実である。まるで『古今集』における在原業平のように、具体的な詞書によって貫之その人の言行が描かれることは以前に
はなかった。だがこれは貫之が『後撰集』の成立当時す に故人であったことを思えば、べつだん驚くには当たらないだろう。死によって彼 過去 人となった。ただし当代一の歌 とし 、歴史に残るべきと見なされるよ な過去の人である
春歌の上中下巻では、貫之は時の有力者と交流し、彼らと共 歌を詠んだ一流の歌人として描かれている。その




花山院ひとりの親撰によるという点で、 『古今集』や『後撰集』とはかなり趣が異なっている。また、それまで過去の歌人としてさほど存在感を放っていなかった柿本人麻呂が、 『拾遺集』では一気に一〇四首も入集しているなど、歌人 構成にも大きな変化がある。しかしここでも、貫之はさらに多い一〇七首の歌によって、相変わらず最多入集の地位に居座っているのである。なお、歌は全体で一三五一首ある。『拾遺集』で描かれる貫之の姿を一言で述べるなら、 それは屛風歌の名手ということになるだろう。したがって、 『後撰集』で行われた が貫之の歴史化 ったとするならば、 『拾遺集』でより明確に行われているのは貫之の権威化である。そもそも『拾遺集』 、本人による歌とは証明しようのない人麻呂の歌が く入っていることも、 『古今集』の序 人麻呂を「歌 聖」と呼んだ貫之の意思を尊重した結果と見ることもできる。『古今集』 の中心的な撰者となった時点で、 貫之は専門歌人と呼ばれるような地位に至った。専門歌人の主な仕事は、高位の貴族の祝い事などに際して制作される屛風に、歌を添え こ である。それは卑官である貫之が目上の貴族を直接に祝うというよりも、身内や親交 深い人物が贈 物 するに当 、和歌の職人として依頼を受けたもである。この屛風に添えた歌が屛風歌と呼ばれるものであるが、その成立や位置づけについては不明な点も多い。ただ『古
今集』を見るかぎりでは、当時はまだ屛風歌という明確な名称はなかったと考えられ 。むしろ、 『古今集』に屛風歌がわずかに登場したことで 知名度が一気に上がり、隆盛した 考え が自然であろう。その屛風歌が一気に版図を広げるのが、この『拾遺集』である。屛風歌の詞書は、やはり何よりもまず詠者の歌人 して 地位を保証するものであると思われ 。 『古今集』では「歌奉れ」や歌合関連の詞書が、そして『後撰集』では有力者との贈答歌が主にそ 役割を担っていたが、 『拾遺集』 はここ 大量 屛風歌 加わること なった
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屛風歌である旨の詞書が歌人の地位を担保するものであることは、貫之のみならず躬恒や忠岑にも同様の歌があ
ることからも明らかである。しかし例によって、貫之の屛風歌は群を抜いて多い。屛風歌が多いということは、それだけ和歌の上手として宮廷で評価されていたことの証であると共に、歌人の交流の広さ、そして様々な画題に応じて歌を詠みわける器用さにも長けているという評価の現れな である。さらに大和絵に和歌を添えた調度品の一部とし 鑑賞される屏風歌は、ただ詠まれるだけの和歌とは違い、いわばモノとして 存在感を併せ持っ るのであり、それは屏風歌を通して、その歌人の歌が当代人の生活空間に刻みつけられたことをも意味しているだろう。その屛風歌の権威としての地位に貫之があるということは、やはり『拾遺集』においても、貫之が第一級の歌人として礼讃されていたこ 端的に証拠立てている。













































これは『古今集』が世に出てから貫之の死の直 までの期間に他ならない。要する 、春 の巻だけでも、貫之がほとんど生涯を通じて、宮廷において重要な歌人として遇されていたことが強調されていることになる。
そしてこの傾向は、 『拾遺集』の全体を通して維持されるのである。屛風歌の献上によって貫之がつながっている
人物を試みに列挙してみると、
 そこには藤原実頼 （一一五） 、
 源清蔭 （一五〇） 、
 陽成院第一皇子の元良親王 （一六五） 、




歌人 して描かれている、ということであり、その意味では、兼輔など一部の 々 交流を偏って強調していた『後
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撰集』よりも、貫之の権威が明確に主張されているということである。さらに詞書のなかに、作為的につけられたものがある可能性も否定できない。 『拾遺集』において人麻呂 双璧をなす存在として規定される貫之は、ただ権威化されているというだけではなく、もはや歌道の偉大な先達として伝説化されている も言えるのである。
まとめと展望
本発表では詞書を頼りに、三代集を通じて最多入集歌人の地位を保った紀貫之が、それぞれの勅撰集でどのよう
に演出されているかを概観した。 『古今集』 は、まだ若い貫之が、まるで自らの撰者としての正当性を担保す かのように、天皇に求められたものとして自作を披露し、また集の前後に開催された重要な歌合からの歌を取り上げている。 『後撰集』では、貫之は世を去った重要歌人として、まるで物語の登場人物のよ に、詞書によってその生涯の輪郭を描き出されている。そして『拾遺集』では 多く 屛風歌の採用によって、貫之が か 一流の専門歌人として、多くの有力者にその歌を求められていたかが強調されている。
詞書は単に歌が詠まれた状況を示唆するだけではなく、歌の約束事がどのように構築されてい のかを知るよ
すがともなる。また、特定の詞書を巻中の歌群の境目として読むこと 、歌を連続的に解釈し、そこに反映された当代人の世界観を読み解く一助ともなる。しかし本発表で ように、それを同時代 らび 後世からの歌 へ 評価として読むことによっ も そ 歌人が果たした役割につい 考える手がかりが得られると思われる であ 。
むろん詞書のなかには、本文の成立当初にはそこになかったものもあると考えられる。本発表では、 『古今集』お
よび『後撰集』については高松宮家旧蔵本、 拾遺 については中院通茂本を底本とする版を使用している。これらの版の成立過程や、あるい 異本に見られ 詞書の不在や追加など 調査す こと 、より精度の高 考察も可能になるだろう。
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＊討論要旨
村尾誠一氏は、詞書に注目して三代集における貫之の位置づけを読み取る試みは興味深いと述べつつも、歌人の歴史化という主題について他の歌人には当
てはまらず貫之のみが突出しているとの論旨はどう担保できるのか質問した。発表者は、他の歌人でも当てはまる場合が多々あることを認めた上で、様々に持ち合わせた特徴と歌数の多さを考えると、少なくとも他の歌人よりも当てはまると言えると回答した。

